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大会日程 

 
第 1日:10月 10日（金）  
12:30～ 大会受付 教育学部棟 2 階第三会議室 
13:00～15:00 年報編集委員会 教育学部棟 1 階 109 
 研究推進委員会 教育学部棟 2 階第一会議室 
14:00～16:00 国際交流委員会 赤門総合研究棟 2 階 A210 
15:00～15:20 常任理事会 教育学部棟 2 階第三会議室 
15:20～17:20 全国理事会 教育学部棟 2 階第一会議室 
17:00～19:00 若手ネットワーク企画 赤門総合研究棟 2 階 A200 

（オンライン併用） 
  

第 2日:10月 11日（土）  
9:00～ 大会受付 午前：教育学部棟 1 階玄関 

午後：情報学環福武ホール 
地下 2 階・ホワイエ 

9:30～12:05 自由研究発表Ⅰ－A 教育学部棟 1 階 158 
 自由研究発表Ⅰ－B 教育学部棟 1 階 109 
 自由研究発表Ⅰ－C 教育学部棟 1 階 159 
 自由研究発表Ⅰ－D 教育学部棟 2 階第一会議室 
 自由研究発表Ⅰ－E 教育学部棟 3 階 357・358 
 自由研究発表Ⅰ－F オンライン 

※教育学部棟 4 階 450A でも配信 
13:20～17:00 国際シンポジウム 情報学環・福武ホール地下 2 階 

福武ラーニングシアター 
（オンライン併用） 
※教育学部 1 階 158 でも配信 

17:10～18:30 総会 情報学環・福武ホール地下 2 階 
福武ラーニングシアター 
（オンライン併用） 

18:45～20:45 懇親会 医学部教育研究棟 13 階 
カポ・ペリカーノ 

  
第 3日:10月 12日（日）  

9:00～ 大会受付 午前：教育学部棟 1 階玄関 
午後：情報学環福武ホール 

地下 2 階・ホワイエ 
9:30～12:05 自由研究発表Ⅱ－A 教育学部棟 1 階 158（オンライン併用） 
 自由研究発表Ⅱ－B 教育学部棟 1 階 109 
 自由研究発表Ⅱ－C 教育学部棟 1 階 159 
 自由研究発表Ⅱ－D 教育学部棟 2 階第一会議室 
 自由研究発表Ⅱ－E 教育学部棟 3 階 357・358 
 自由研究発表Ⅱ－F 赤門総合研究棟 2 階 A200 
13:30～17:00 課題研究Ⅰ 情報学環・福武ホール地下 2 階 

福武ラーニングシアター 
（オンライン併用） 
※教育学部 1 階 158 でも配信 
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会員控室 10月 11日（土）、12日（日）教育学部 1階ラウンジ 
10月 10日（金）、11日（土）、12日（日） 

赤門総合研究棟 2階 A208 
※Zoom への接続等の補助はできかねます。ご了承ください。

大会本部 10月 10日（金）教育学部棟 2階第三会議室 
10月 11日（土）、12日（日）教育学部 3階 356 

育児支援室・休養室 教育学部 1階育児支援室・休養室 

書籍販売 （10月 11日（土）、12日（日）いずれも午前） 
教育学部 1階ラウンジ 
（10月 11日（土）、12（日）いずれも午後） 
情報学環福武ホール地下 2階・ホワイエ 

協賛出版社（一部）による書籍の展示・販売

を行います。

2



 
 

大会参加要領 
 

1.受付 

10 月 10 日（金）12:30～  教育学部棟 2 階第三会議室 
10 月 11 日（土）9:00～  教育学部棟 1 階玄関 
10 月 11 日（日）12:30 頃〜 情報学環福武ホール地下 2 階・ホワイエ 
10 月 12 日（土）9:00～  教育学部棟 1 階玄関 
10 月 12 日（日）12:30 頃〜 情報学環福武ホール地下 2 階・ホワイエ 
 
※10 月 11 日（土）、12（日）午前の受付は、当日の気温の状況等により 

教育学部棟 1 階ラウンジに変更することがあります。 
 

2.大会参加費・懇親会費のお支払い方法について 

大会参加費・懇親会費は表の通りです。 
 

会員区分 大会参加費 懇親会費 

一般会員・学生身分なし 
一般会員・学振 PD/RPD 
一般会員・有職者・学生身分あり 

5,000 円 
5,000 円 
5,000 円 

5,000 円 
5,000 円 
5,000 円 

学生会員（学振 DC 含む） 無料 2,000 円 
臨時会員・学生身分なし 
臨時会員・学振 PD/RPD 
臨時会員・学振 DC 
臨時会員・有職者・学生身分あり 
臨時会員・有職でない者・学生身分あり 

5,000 円 
5,000 円 
無料 
5,000 円 
無料 

5,000 円 
5,000 円 
2,000 円 
5,000 円 
2,000 円 

国際シンポジウムのみ 無料 － 
 
※名誉会員は一般会員と同様となります。 
※オンライン参加者はそれぞれの大会参加費に準じます。 
 
大会参加費・懇親会費は Peatix を利用した事前決済にご協力下さい。決済は以下のリン

クまたは二次元バーコードからお支払い下さい。 
https://jeas60th-annual-conference.peatix.com/ 

 
 
 
※事前決済にご協力いただいた対面参加者には、大会受付にて大

会名札とともにオンライン決済ご利用の旨を記した領収書をお

渡しします。オンラインのみの参加者は Peatix 上の領収データ

（下記 URL）を印刷してご利用ください。 
 
 
 
 

https://help-attendee.peatix.com/ja-JP/support/solutions/articles/44001821741 
 
3.昼食 

 3 日間とも昼食は各自でご用意いただくか、近隣の飲食店等をご利用ください。 
※東大生協中央食堂（安田講堂地下）は土日とも 11:00〜14:00 まで営業しています。 
教育学部棟からは徒歩 5〜6 分程度です。 
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4.総会委任状について 

 総会を欠席される方は、大会委任状を 10 月 10 日（金）までに下記 form からご入力くだ

さい。総会は簡易な形のオンライン併用で行う予定です。オンライン参加の方にも表決権 
がありますので、オンライン参加される方は委任状を提出できません。 

https://forms.gle/t6RbHesKnK1kKefi8 
 
5．開催方式について 

本大会では、近年の大会運営方式と同様に 、いずれのプログラムにおいても報告資料は

Google ドライブで共有し、紙媒体の配布は行わない予定です。 

また、本大会では、「会場での対面方式」を基本としながら、一部のプログラムは「対面

＋オンライン併用」で実施します。 
 
《オンライン併用》 
10 月 10 日（金） 若手ネットワーク企画 ※別途要申込（本プログラム 11頁を参照） 
10 月 11 日（土） 国際シンポジウム 
10 月 12 日（日） 自由研究発表のうちⅡ－A 部会、及び課題研究 
 
《オンラインのみ》 
10 月 11 日（土） 自由研究発表Ⅰ－F 部会 
※オンラインのみの部会ですが、配信会場（教育学部棟 4 階 450A）を用意いたしますの

で、そちらでも参加可能です。 
 
これらのオンライン会議 URL（Zoom を使用）は、参加申し込み者の方に事前に案内いた

しますが、「若手ネットワーク企画」については別途、本プログラム 11頁に記載されている

参加申込から事前にお申し込みください。また、国際シンポジウムは会員以外にも無料で公

開するため、参加申し込み者の方へのご案内のほかに、学会のウェブサイトにもオンライン

での参加方法を掲載いたします。 
以上より、当日は PCやタブレットをご準備いただくと共に、インターネットへの接続が

必要となります。当日の会場では、eduroam が使用可能です。是非、同アカウントを取得・

確認の上、ご参加ください。なお、eduroam アカウントの取得には、所属機関での事前申請

が必要です。また、発行されたアカウントには、利用期間が設定されていますので、この点

にもご注意ください。 
eduroamやその他の手段も含め、会場での無線 LAN の使用については下記の URL をごら

んください。eduroam のアカウントをお持ちでない方には、当日大会受付にてゲスト用 Wi-
Fi アカウントもご用意する予定ですが、各自、ルーター等のご用意等もいただくと確実か

と存じます。 
参考：https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/wlan.html 
なお、会場において参加や接続の補助はできかねます。あしからずご了承ください。 

 
6.自由研究発表要領 

○発表時間 
個人研究発表・口頭報告者が 1 名の場合:発表 20 分、質疑 10 分（計 30 分） 
共同研究発表・口頭報告者が複数の場合:発表 40 分、質疑 20 分（計 60 分） 
※口頭報告者がお一人の共同研究発表も、発表 20 分、質疑 10 分（計 30 分）です。 
※今回は全員の自由研究発表の後に設定されていた総括質疑は行いません。 
 
○会場設備について 
・プロジェクターをご利用いただけます。 
・発表用 PC はご自分の端末をご用意下さい。 
・プロジェクターへの接続端子は HDMIです。必要に応じてアダプター等をご用意下さい。 
・分科会開始までに接続・投影のチェックをお願いします。 
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○発表者がやむを得ない事情により欠席する場合には、発表時間・発表順序の繰り上げは行

わず、司会者の判断により、休憩または討議の時間にあてます。 
 
7. 育児支援室・休養室の利用について  

教育学部１階の育児支援室・休養室をお使いいただけます。お子様のケア等で必要な場合

はご利用ください。体調が優れない方の休養スペースとしてもご利用いただけます。 
なお、大会期間中は、大会スタッフが巡回いたします。 
 

8.託児補助について  

○大会期間中に会場外（ご自宅の近所を含む）の託児施設あるいはベビーシッターサービ

スをご利用の会員（臨時会員を除く）に対して、お子様お一人あたり 1 日あたり 5,000 円

までの利用料の補助を行います。 
 
○支給対象は以下のいずれかに該当する方とします 
・一般会員（名誉会員を含む）で科研費や所属機関による補助を受けられない方 
・学生会員（科研費等外部資金の有無を問いません。申込までに所属機関に確認して重複

受給などの不正受給にあたらないことを確認してください） 
 

例１）お子様お一人を 1 日のみ近所の託児施設あるいはベビーシッターサービス

に預け、利用料が 12,000 円であった場合→学会補助額 5,000 円（残り 7,000 円が自

己負担） 
例２）お子様お一人を 2 日間、近所の託児施設あるいはベビーシッターサービス

に預け、利用料が 22,000 円であった場合→学会補助額 5,000 円×2 日＝10,000 円

（残り 12,000 円が自己負担） 
例３）お子様お二人を１日のみ、近所の託児施設あるいはベビーシッターサービス

に預け、利用料が 18,000 円であった場合→学会補助額 5,000 円×2 人＝10,000 円

（残り 8,000 円が自己負担） 
例４）お子様お一人を１日のみ近所の託児施設あるいはベビーシッターサービス

に預け、利用料が 4,000 円であった場合→学会補助額 4,000 円（自己負担額 0 円） 
 

○託児料補助サービスをご利用される方は、大会終了後に領収書の電子データを大会実

行委員会（jeas60th@gmail.com）にお送りください。その際、振込先の情報も併せてお知

らせください。提出期限は 2025 年 10 月末日といたします。 
 
○領収書を受領後、大会実行委員会が参加記録との照合を行った後に、ご指定の振込先に

入金いたします。 
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交通のご案内 

会場: 東京大学本郷キャンパス 

・地下鉄丸ノ内線・大江戸線「本郷三丁目」駅 下車 徒歩約 10 分 
・地下鉄「千代田線」湯島駅 下車 徒歩約 12 分

・地下鉄「南北線」東大前駅 下車 徒歩約 15 分
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大会会場案内 
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大会会場建物配置図 

【教育学部棟】 
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【赤門総合研究棟】 

 
 

 

【情報学環・福武ホール】 
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10 月 10 日（金）           17:00～19:00 

 

赤門総合研究棟 A200 教室（オンライン併用） 

若手ネットワーク企画 

投稿論文の執筆・掲載から博士論文執筆へ 

──掲載までどうしたか、掲載からどうするか── 
 

【概要】 

本大会では、投稿論文の執筆から掲載に至るまでの流れ、そしてその後の研究の展開につ

いて共有し、参加者で交流する企画を行います。特に大学院生の会員にとって、『日本教育

行政学会年報』への掲載は目標ではありつつも、その経験を共有する機会は限られることも

しばしばです。また、掲載された後も、多くの若手会員は博士論文の執筆と学位取得を目指

し、研究を継続していきます。大学院生の会員だけでなく、多くの若手会員にとって掲載後

の研究展開を共有することはとても意義のあることでしょう。 
当日は、まず年報 50 号に論文が掲載された方々にご登壇いただき、論文投稿から審査、

掲載に至るエピソードを司会とのやりとりの中でお話いただきます。その後、対面・オンラ

インの参加者全員が、自分の経験や悩みを共有できればと考えています。 
本企画は論文投稿の経験を共有するだけではなく、大学院生から若手、さらに上の世代ま

で、幅広い年代の会員の交流も目的としています。若手ネットワークの主旨にご賛同いただ

ける会員の皆様のご参加をお待ちしております。 
 
【司会・ファシリテーター】 

高嶋 真之（藤女子大学） 
大沼 春子（北海道大学大学院・院生） 
中丸 和 （東日本大震災・原子力災害伝承館/東京大学） 

 
【話題提供者】 

村上 慧 （群馬大学）  浜 えりか（名古屋大学大学院・院生） 
川本 吉太郎（広島大学） 俵 龍太朗（広島大学大学院・院生）    

 
【方法】 

ハイブリッド（対面／オンライン） 
 
【参加申込】 

 https://forms.office.com/r/VSX1rZmE7B 
  ※ オンライン参加の方は、10 月 6日(月)までにお申し込みください。 
  ※ 現地参加の方も、人数把握のため事前申し込みにご協力ください。 
 
 
【担当】 

篠原 岳司（北海道大学） 阿内 春生（早稲田大学） 
神林 寿幸（明星大学）  前田 麦穂（國學院大學） 
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10 月 11 日（土）9：30～12：05 
教育学部棟 1 階 158 教室 
 

自由研究発表ⅠA 

【司会】武井哲郎（立命館大学） 
葛西耕介（東洋大学）  

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
"関係"に着目した子どもの権利論の再考 
菊池杏奈（東京大学大学院） 
 
10：05～11：05  
子どもの権利保障に向けた自治体制度設計の検討 
─ 子どもの権利擁護機関、スクールロイヤー、学校 ADR の機能と活動に注目して─ 
〇間宮静香（愛知県弁護士会） 
〇松原信継（清泉大学） 
 
11：05～12：05 
学校教育の法化現象に関する実証研究 
－政令指定都市を当事者とする訴訟に着目して－ 
○小美野達之（堺みくに法律事務所） 
○神内聡（兵庫教育大学） 
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10 月 11 日（土）9：30～11：35 
教育学部棟 1 階 109 教室 
 

自由研究発表ⅠB 

【司会】後藤武俊（東北大学） 
鈴木雅博（明治大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
こども家庭庁創設過程における意見表明施策論の経過と帰結 
岡本愛香（北海道大学大学院） 
 
10：05～10：35  
校則見直しは何のためか？ 
―関東 7 県高等学校調査の分析 
末冨芳（日本大学） 
 
10：35～11：05  
運動部活動改革における政策学習 
：「運動部活動の地域移行に関する検討会議」を事例に 
平塚卓也（奈良女子大学） 
 
11：05～11：35 
共創型生涯学習実践における「誰でもセンセイ」の挑戦と課題 
佐藤智子（中央大学） 
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10 月 11 日（土）9：30～12：05 
教育学部棟 1 階 159 教室 
 

自由研究発表ⅠC 

【司会】大谷奨 （筑波大学） 
前原健二（東京学芸大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
ドイツ大学政策における競争的財政配分の抑制 
：NRW州大学自由法に着目して 
横山岳紀（名古屋大学大学院） 
 
10：05～10：35  
国公立大学入試の「受験機会の複数化」に関する制度変化についての予備的考察 
―「歴史的制度論」に基づく分析の可能性― 
中村恵佑（弘前大学） 
 
10：35～11：05  
大学におけるカリキュラム・マネジメント 
岡田佐織（東京科学大学） 
 
11：05～11：35  
第一線職員論からみる公立大学事務職員 
~奨学金事務担当者に着目して~ 
渡辺恵子（武蔵野大学） 
 
11：35～12：05  
〈教育－権力〉の弁証法と生成・消費・敵対 
―黒崎勲の遂行性、小玉重夫の遂行中断性のあとで― 
佐藤晋平（文教大学） 
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10 月 11 日（土）9：30～12：05 
教育学部棟 2 階 第一会議室 
 

自由研究発表ⅠD 

【司会】横井敏郎（北海道大学） 
山下晃一（神戸大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
「政策の窓」モデルの教育政策学的検討 
多胡太佑（北海道大学大学院・院生／日本学術振興会特別研究員） 
 
10：05～10：35  
ポリジェネティックスコアを利用した教育政策研究の現在 
澤里翼（千葉大学非常勤） 
 
10：35～11：05  
因果的力 causal power と生成の教育 
桐村豪文（大阪教育大学） 
 
11：05～12：05  
人口減少地域における教育エコシステムの構築事例 
～慶尚南道南海郡尚州面のケーススタディ 
○尾﨑公子（兵庫県立大学） 
○肥後耕生（豊岡短期大学） 
○名達和俊（網走市教育委員会） 
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10 月 11 日（土）9：30～12：05 
教育学部棟 3 階 357・358 教室 
 

自由研究発表ⅠE 

【司会】髙瀬淳  （岡山大学） 
小入羽秀敬（帝京大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
特別支援学校の教室不足問題と財政 
―政策動向と都道府県財政の事例検討― 
浜えりか（名古屋大学大学院） 
 
10：05～10：35  
2000年代以降の高等学校教育費政策の動向と課題 
小早川倫美（島根大学） 
 
10：35～11：05  
ロシア連邦における教科書行政の今日的動向 
―「連邦教科書リスト」をめぐる諸相― 
黒木貴人（福山平成大学） 
 
11：05～12：05  
Health Promoting School（HPS）の実施体制に関する研究 
―中国浙江省平湖市を事例として― 
〇小早川倫美（島根大学） 
〇黒木貴人（福山平成大学） 
〇LKHAGVA Ariunjargal（モンゴル国立教育大学） 
張磊（大連大学） 
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10 月 11 日（土）9：30～12：05 
オンライン（教育学部棟 4 階 450A 教室でも配信） 
 

自由研究発表ⅠF 

【司会】元兼正浩 （九州大学） 
大畠菜穂子（金沢星稜大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
都道府県における教育委員会会議録の作成・公表 
酒井秀翔（東京大学大学院・院生／日本学術振興会特別研究員） 
 
10：05～10：35  
中国における就学前教育の一部無償化政策に関する一考察 
張磊（大連大学） 
 
10：35～11：05  
AI時代における中国の学校教育と教育行政の役割について 
−「小中学校の人工知能一般教養教育ガイドライン（2025年版）」など政策を手がかりに− 
殷爽（山口東京理科大学） 
 
11：05～11：35  
学力下位層の学力改善のために行政が行うべき施策 
：県の事例研究を通じた分析 
鈴木遼太郎（文部科学省） 
 
11：35～12：05  
高等教育の経済的負担軽減及び修学支援に係る日韓比較研究 
：第 1-9回対話企画の成果と課題 
渡部昭男（大阪信愛学院大学） 
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10 月 11 日（土）           13:20～17:00 

 

福武ラーニングシアター（オンライン併用） 
※教育学部棟 1 階 158 教室でも配信 

日本教育行政学会 60 周年記念シンポジウム 

EBPM 時代における教育行政学研究の課題と展望 

──国際比較の視点から考える── 
 

【概要】 

近年、エビデンスに基づく政策形成（EBPM）が教育分野でも国際的な潮流となるなか、

教育行政学研究者がそこにどう参画していくかは重要論点となっている。一方、こうした文

脈で期待される「研究」とは、政策に誘導されたものとなる危険性を孕む。 
そこで本シンポジウムでは、EBPM への取り組み方の異なるイギリス、ドイツ、韓国か

らシンポジストをお招きし、各国が教育政策の形成及びその検証、そして教育実践の改善に

おいて EBPM という潮流にどう対応しているのか、そのなかで研究者が何にどう取り組ん

できているかをご報告いただく。国際的な議論・対話を通じて、教育行政学研究者として今

後、「エビデンス」に基づく有益な政策形成や教育実践の改善にどう向き合うべきかについ

て考察を深める機会としたい。 
 
 
【シンポジスト】 

カタリーナ・ケック 
（イギリス、EEF (Education Endowment Foundation) 評価部部長） 

ハンス・ペーター・フュッセル 
（元ドイツ教育行政学会会長）（事前収録による参加） 

ヨンミン・モ 
（韓国・KEDI (Korean Educational Development Institute) 学校制度研究室 
副研究委員） 

 
【指定討論者】 

貞広斎子（千葉大学） 
 
【コメンテーター】 

勝野正章（日本教育行政学会会長、東京大学） 
ギヨン・ビョン（韓国教育行政学会会長、高麗大学校） 

 
【司会】 

辻野けんま（大阪公立大学） 
高稿望（学習院女子大学） 

 
【参加方法】 

当日の参加方法や配付資料の入手方法については別途、学会ウェブサイトでお知らせい

たします。 
 
【担当】 

日本教育行政学会国際交流委員会 
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総会 
10 月 11 日(土)  17:10～18:30 

情報学環福武ホール・地下 2階 

福武ラーニングシアター 

（オンライン配信併用） 
 

 

 

 

 

懇親会 

10 月 11 日(土)  18:45～20:45 

医学部教育研究棟 13 階 

カポ・ペリカーノ 
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10 月 12 日（日）9：30～12：05 
教育学部棟 1 階 158 教室（オンライン併用） 
 

自由研究発表ⅡA 

【司会】本多正人（愛知教育大学） 
柳林信彦（高知大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
地方議会は教育長人事をどう監視しているか 
：議事録分析に基づく実証研究 
毛塚勝良（東北大学大学院・院生） 
 
10：05～10：35  
新制度実施 10年経過後の教育委員会制度の現状分析 
本田哲也（金沢大学） 
 
10：35～11：05  
都道府県財政格差のオープンデータ分析 
―教員制度のエコシステム化を視野として 
本図愛実（宮城教育大学） 
 
11：05～12：05  
学校の労働安全衛生管理体制の現状と課題 
◯小川正人（東京大学名誉教授） 
◯山本健也（労働安全衛生総合研究所） 
◯川上泰彦（兵庫教育大学） 
◯荒井英治郎（信州大学） 
◯植竹丘（共栄大学） 
◯櫻井直輝（放送大学） 
◯青井拓司（放送大学大学院・院生） 
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10 月 12 日（日）9：30～11：35 
教育学部棟 1 階 109 教室 
 

自由研究発表ⅡB 

【司会】平井貴美代（常葉大学） 
原北祥悟 （崇城大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
管理職によるワークライフバランス支援が教員のワークエンゲイジメントに及ぼす影響 
○神林寿幸（明星大学） 
青木栄一（東北大学） 

 
10：05～10：35  
年代別・年齢別の教員離職に関わる諸要因の考究 
○波多江俊介（熊本大学） 
妹尾渉（国立教育政策研究所） 

 
10：35～11：05  
COVID-19期間中及び期間後における教師のワーク・エンゲイジメント 
: 5年間縦断デザイン 
露口健司（愛媛大学） 
 
11：05～11：35  
学校における勤務実態と教師エージェンシーの探究 
竺沙知章（京都教育大学） 
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10 月 12 日（日）9：30～12：05 
教育学部棟 1 階 159 教室 
 

自由研究発表ⅡC 

【司会】佐藤修司（秋田大学） 
照屋翔大（沖縄国際大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
フィンランドにおけるリサーチベースの教員養成への合意はどのように形成されたのか 
安達栞（東京大学大学院） 
 
10：05～10：35  
教育委員会廃止に伴う職務権限の移行 
－カナダ諸州を事例として－ 
内田圭佑（倉敷芸術科学大学） 
 
10：35～11：05  
カナダ・オンタリオ州の教員は、 どのように「ストライキ」を行うのか？ 
平田淳（佐賀大学） 
 
11：05～12：05  
高校存続に向けた地方自治体の住民協議と教育課程の構想 
—大空町立北海道大空高等学校の新設を中心に— 
〇篠原岳司（北海道大学） 
〇高嶋真之（藤女子大学） 
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10 月 12 日（日）9：30～11：35 
教育学部棟 2 階 第一会議室 
 

自由研究発表ⅡD 

【司会】藤井穂高（筑波大学） 
丹間康仁（筑波大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
2000年代における教職員給与政策の課題と展望 
眞弓（田中）真秀（大阪教育大学） 
 
10：05～10：35  
フランスの学校におけるいじめ対策の現状と課題 
―いじめ防止プログラム（pHARe）に着目して― 
降旗直子（帝京科学大学） 
 
10：35～11：35  
公立義務教育諸学校の休校・廃校・閉校の決定過程 
―地域感情と行政判断のジレンマ― 
〇佐久間邦友（日本大学） 
〇眞弓（田中）真秀（大阪教育大学） 
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10 月 12 日（日）9：30～11：35 
教育学部棟 3 階 357・358 教室 
 

自由研究発表ⅡE 

【司会】湯藤定宗（玉川大学） 
末冨芳 （日本大学） 

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
米国NY州における Student Learning Objectives を用いた教員評価制度の特質と課題 
―ビッグデータに基づく学力達成度予測の妥当性と教師の自律性の相克― 
西野倫世（滋賀大学） 
 
10：05～10：35  
チャータースクールの学区機能と広域展開 
佐々木司（山口大学） 
 
10：35～11：05  
就学援助制度の転換と学校給食の現代的意義 
―生存権保障の視点から― 
栗原千春（東京学芸大学） 
 
11：05～11：35  
教育福祉施策の伸展が教育行政に及ぼす影響 
大崎広行（武蔵野大学） 
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10 月 12 日（日）9：30～12：05 
赤門総合研究棟 2 階 A200 教室 
 

自由研究発表ⅡF 

【司会】藤原文雄（国立教育政策研究所） 
仲田康一（法政大学）      

 
 
9：30～9：35  
開会 
 
9：35～10：05  
米国都市部における地域再生と連関した学校参加への保護者の当事者意識の生成過程 
－イリノイ州・シカゴの parent mentor program に着目して－ 
綾香音（神戸大学大学院） 
 
10：05～10：35  
高知市型コミュニティ・スクールの実現に向けた実践と課題 
～子どもの主体性と学びをサポートする高知市の２つの助成事業～ 
〇野村ゆかり（一般社団法人「もうひとつの大きな家族」代表理事） 
押田貴久 （兵庫教育大学） 

 
10：35～11：05  
校長による自主的・自律的学校経営を指導・支援する教育委員会事務局に関する調査研究 
―管理指導主事と新任校長との関わりに焦点を当てて― 
小山内 仁（開星中学校・高等学校） 
 
11：05～11：35  
校長のリーダーシップを支える社会ネットワークに関する調査研究（4） 
―初任校長と教育委員会との関係に焦点を当てて― 
○諏訪英広（川崎医療福祉大学） 
朝倉雅史（筑波大学） 
安藤知子（上越教育大学） 
織田泰幸（三重大学） 
川上泰彦（兵庫教育大学） 
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加藤崇英（茨城大学） 
木下豪（富山大学） 
髙野貴大（茨城大学） 
吉田尚史（山形大学） 
浜田博文（筑波大学） 

 
11：35～12：05  
学校経営概念生成におけるテイラリズムの意義と課題 
―「学習経済論」の思想と実践の検証を通して― 
小島弘道（筑波大学名誉教授） 
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10 月 12 日（日） 13:30～17:00 

福武ラーニングシアター（オンライン併用） 
※教育学部棟 1 階 158 教室でも配信 

課題研究Ⅰ 

教育行政の専門性・固有性の解体と変容（３） 
－子どもの権利条約と包括的子ども行政の行方（国際比較を通じて）－ 

 
 
【報告】  

伊藤 健治 （札幌大学／研究推進委員） 

植田みどり （国立教育政策研究所） 

高橋 哲 （大阪大学） 

安ウンギョン （平成国際大学［非会員］） 

 林 寛平 （信州大学） 

川口 洋誉 （愛知工業大学） 

【司会】  

石井 拓児 （名古屋大学／研究推進委員長） 

谷口 聡 （中央学院大学／研究推進委員） 

 
趣   旨 

 
本課題研究は、「教育行政の専門性・固有性の解体と変容」を３年間の統一テーマとして

設定し、今日の中央政府レベル・地方政府レベルですすむ教育行政の変容をとらえ、あらた

めて教育行政の専門性・固有性とは何かを原理的・原則的にとらえつつ、国家行政組織や子

ども行政と教育行政の関係性を分析・検討してきた。2023 年の課題研究「官邸主導改革と

教育行政」、2024 年の課題研究「こども家庭庁の設置と教育行政の役割変容」の研究成果を

ふまえ、2025 年は「子どもの権利条約と包括的子ども行政の行方」をテーマに設定し、子

ども行政ならびに教育行政をめぐる各国法制度の整備状況を概観することによって、今後

の教育行政学研究の課題と展望がどこにあるかを考察する。このことによって本課題研究

の出口を模索したい。 

 本課題研究では、冒頭で、子どもの権利条約が要請している包括的子ども行政をめぐる制

度論点（規範）を示すことからはじめ、これに対応してきた各国の制度状況を検討すること

とする。対照する国（あるいは地域）は、イギリス、アメリカ、韓国、スウェーデン、フィ

ンランドである。 

 1989 年の子どもの権利条約の制定が各国の教育行政にもたらしたインパクトについて検

証するために、各国の国内法における子どもの権利条約（の原則）の規定状況、ならびに子

どもの権利保障制度、子どもコミッショナーや子どもアドボケイターなど第三者機関・制度

の設置状況、子どもの権利にもとづく政策評価の仕組み等をとらえ、それぞれの国における

一般行政と教育行政の関係性はどのように変容したのか（あるいは変容しなかったのか）を

確かめる。また、各国それぞれ中央政府レベル・地方政府レベルでの動きや子どもの権利保

障をすすめる各国独自の動きについてもふまえることを通じ、その多様な展開のあり方を

とらえることとする。 
 
※ 「課題研究」はオンラインでも同時配信いたします。参加申込者向けの同時配信となり

ますので、接続先等については Peatix 等でお知らせします。 
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協賛出版社・法人 

（敬称略・順不同） 

 
株式会社 学文社 

 

株式会社 教育開発研究所 

 

株式会社 晃洋書房 

 

株式会社 ジ アース教育新社 

 

株式会社 時事通信出版局 

 

株式会社 昭和堂 

 

一般財団法人 東京大学出版会 

 

一般財団法人 北海道大学出版会 

 

株式会社 有斐閣 
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日本教育行政学会第 60 回大会プログラム 

 

2025 年９月 15 日発行 
 

発行者 日本教育行政学会第 60 回大会実行委員会 
 

委員長 村上 祐介 （東京大学） 

副委員長 植竹 丘  （共栄大学） 

副委員長 櫻井 直輝 （放送大学） 

委員 梅澤 希恵 （国立教育政策研究所） 

 大島 隆太郎（龍谷大学） 

 木場 裕紀 （東京電機大学） 

 高木 加奈絵（流通経済大学） 

 町支 大祐 （帝京大学） 

 辻 優太郎 （同志社大学） 

 中村 恵佑 （弘前大学） 

 福嶋 尚子 （千葉工業大学） 

 本田 哲也 （金沢大学） 

 村上 純一 （文教大学） 
 
 

   

   
 
 

大会実行委員会事務局 
〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

日本教育行政学会第 60 回大会実行委員会  
（委員長：東京大学大学院教育学研究科 村上祐介） 

Email: jeas60th@gmail.com （大会実行委員会事務局専用） 
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	20250905JEAS大会：プログラム（課題研究）

